
「奈良の歴史再発見」－遺跡・遺物はささやく－

奈良大学では、今まで知らなかった奈良に出会う場として、「奈
良の歴史再発見」と題した、

奈良のさまざまな魅力を紹介する講座を４回シリーズで開催いた
します。

今回は、NHK大河ドラマ「べらぼう」の放送にちなみ、江戸時代
の奈良に光を当て、

近世の事象を専門とする講師陣がその奥深い世界を分かりやす
く解説。

「奈良は近世も面白い！」をテーマにした内容で、どなたにもご参
加いただける講座です。

奈良大学共催講座のご案内

【奈良大学のご案内】
日本で初めて本格的な都が置かれた地、奈良。今もなお、豊かな歴史と

文化の香りが満ちています。奈良大学は、そんな恵まれた歴史的風土を

背景に、創設以来の「生きた学問」の実践（教育・研究）とともに、多

くの専門人材を輩出しています。是非、講座では「生きた学問」からみ

る奈良・歴史・文化を体験してみてください。

●文学部

心理学科

総合社会学科
〒631-8502 奈良市山陵町1500
TEL：0742-44-1251 FAX：0742-41-0650
URL：https：//www.nara-u.ac.jp/

「奈良の歴史再発見」
－豊臣兄弟の時代とそれからの奈良－

今回は奈良大学では、今まで知らなかった奈良に出会う場として、「奈良の歴史再発見」と題した、奈良のさまざま
な魅力を紹介する講座を４回シリーズで開催いたします。
今回は、日本中世史や歴史地理学を専門とする講師陣が今、話題のドラマで描かれる時代の奈良や、その後の
時代へと続いていく奈良の様子を分かりやすく解説。
「豊臣秀吉・秀長の時代とそれからの奈良」をテーマにした内容で、どなたにもご参加いただける講座です。

【受講料】 各回 ２，５３０円 【場 所】近鉄文化サロン阿倍野

第1回 5月16日（土）13：30～15：00 豊臣家のなかの豊臣秀長 奈良大学文学部 教授 河内 将芳

第2回 6月20日（土） 13：30～15：00 興福寺と秀吉・秀長 元奈良大学 文学部 教授 外岡 慎一郎

第3回 8月29日（土） 13：30～15：00 秀長の城
－郡山城・高取城・宇陀松山城ー

一般社団法人文化財調査支援
グループYAMAYA代表

山川 均
(奈良大学OB)

第4回 9月19日（土） 13：30～15：00
豊臣色と徳川譜代色が
織りなす郡山城下町

奈良大学 文学部 教授 土平 博
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2026年度前期（5月～9月）



ホームページへのアクセスはこちら

〒545-0052大阪市阿倍野区阿倍野筋2-1-40 and4階

06-6625-1771 〔受付時間〕10：00～19：00 （日曜日10：00～16：00 まで）

［受講お申込みは］
●事前にご予約のうえ、実施日の５日前までにご入金手続きをお済ませ
ください。

●各講座とも満員になり次第、締め切らせていただきます。
※ただし、一定の人数に満たない場合は講座を中止させていただくこと
があります。

●お支払いには、コンビニ振込みがご利用いただけます。（振込手数料
別途）詳しくは、お申込み時にご確認ください。

●WEBでのお申込みの場合、会員登録が必要です。（入会金無料）

5/16
（土）

6/20
（土）

8/29
（土）

9/19
（土）

奈良大学 1日・短期講習会 ※入会金は不要です。

2026年度前期（5月～9月）

★ＷＥＢでご予約から入金までできるようになりました

お問い合わせは
近鉄文化サロン阿倍野まで

【講 師】 奈良大学 文学部 教授 河内将芳
【時 間】 １３：３０～１５：００ 【受講料】 ２，５３０円

■休業日：4/29(火・祝)～5/5(月・祝)、7/29(火)、
8/11（月）～8/15（金）は、受付業務を休ませて
いただきます。

【講 師】 元奈良大学 文学部 教授 外岡 慎一郎
【時 間】 １３：３０～１５：００ 【受講料】 ２，５３０円

豊臣家のなかの豊臣秀長

興福寺と秀吉・秀長

秀長の城 －郡山城・高取城・宇陀松山城－

豊臣色と徳川譜代色が織りなす郡山城下町

【講 師】 一般社団法人文化財調査支援グループYAMAYA 代表 山川均（奈良大学 OB）
【時 間】 １３：３０～１５：００ 【受講料】 ２，５３０円

【講 師】 奈良大学 文学部 教授 土平博
【時 間】 １３：３０～１５：００ 【受講料】 ２，５３０円

信長や家康のように一定の身分のある武士の家にうまれなかった秀吉は、関白になっ
て以降、みずからの家を急ぎつくっていかなければなりませんでした。
その新たにつくっていく家である豊臣家のなかで実弟秀長はどのような位置づけがな

されていたのでしょうか。その実態を当時の人びとが記した文字史料をもとに考えてい
きたいと思います。

松永久秀、織田信長が去ったあとにやってきたのは関白秀吉とその弟秀長でした。
興福寺を統括する二大門跡（大乗院・一乗院）はそれぞれ摂関家出身の門主を擁し、

その権勢によって世俗権力と向き合ってきましたが、秀吉は関白。秀吉から大和支配を
委ねられた秀長もまた急速な官位昇進を遂げます。興福寺はどのように彼らと向き合っ
たのか、『多聞院日記』などの史料も読みながら、みていきます。

豊臣秀長の大和入部に伴い、大和では郡山城・高取城・宇陀松山城の三城が築かれます。
これら三城は大和国、ひいては豊臣政権を外敵から護るため、非常に巧妙な位置に配置

されていました。またこれら三城にはさまざまな曲輪が効率的に配され、中世城郭とは大
きくその構造や機能を異にしていました。本講習ではこの「大和三城」を題材に、豊臣政
権における城郭や城下町の特徴を解説します。

大和国において幕末まで残った２つの城下町のうち、その１つは郡山城下町です。
その城下町の骨格は豊臣秀長の政策が反映されているといわれています。
秀長による城下町は、その後、江戸期を通じて幕府譜代大名に受け継がれていきます。
町ごとに屋敷地の配置を描いた図が残されています。この図をみながら城下町をとら

えてみます。秀長による城下町の姿も見えてくるかもしれません。

価格は消費税を含んだ金額を表示しています。


